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[摘要]
本研究では、中学校体育におけるJam Board（Google for Education）を使用した生徒の試技画像分析による課題記述

内容を分析して、学習指導方法の成果と課題を事例的に解明することを目的とした。分析対象は36名の試技画像の分析
結果であった。分析方法は、生徒の課題記述内容のコーディングおよび生徒と観察者の課題分析結果比較とした。結果、
Jam Boardを活用した試技画像分析によって、約80%の生徒が自己の適切な課題を分析できていたことが明らかになった。
成果の背景として、Jam Boardの図形描画機能で棒人間を作成することや見本画像との比較が指導上の有効な手立てと
なっていた。課題となった点の要因を考察する中で、Jam Boardの分析をより有効なものにするために、位置関係を含
めた分析視点の提示、正確な図形描画のための支援、見本画像と試技画像の技の一致、真横からの撮影、前後画像の配列、
共同作業方法の工夫など、学習指導上の改善点が考察された。
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Ⅰ　研究の背景と目的

学校教育における情報化への対応は、「e-Japan
戦略」（2001 年）、「IT 新改革戦略」（2006 年）、「i-Japan
戦略 2015」（2007 年）といった政府の政策の中で位
置づけられ、推進されてきた。こうした動向を背
景にして、2008 年改訂の小学校学習指導要領総則
には、文字入力等の基本的操作や情報モラルの獲
得とともに、教員も視聴覚教材や教育機器等の教
材・教具を活用することが記載された（文部科学
省，2008）。文部科学省は 2010 年に「教育の情報化
に関する手引」を発行し、情報教育、教科指導にお

ける ICT 活用、校務の情報化の 3 つの観点から情
報化を推進している。2017 年に改訂された現行学
習指導要領でも、引き続き総則に ICT 活用の充実
が提起されている。保健体育科においては、情報活
用能力の育成をめざして、「コンピュータや情報通
信ネットワークなどの情報手段を積極的に活用し
て、各分野の特質に応じた学習活動を行うよう工夫
すること」（文部科学省，2017a，p.130）と記載さ
れている。保健体育科の学習指導要領解説でも、「体
育分野においては，学習に必要な情報の収集やデー
タの管理・分析，課題の発見や解決方法の選択など
における ICT の活用が考えられる」（文部科学省，
2017b，p.238）と提示され、ICT の活用事例が記載
されるようになった。さらに、文部科学省は、2019
年に GIGA スクール構想を発表し、全国の多くの
小中学校で「1 人 1 台端末」が実現している。その
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ため、近年においては、すべての教科で ICT 活用
についての実践事例が様々に報告されるようになっ
ている。保健体育科においても、スポーツ庁や文部
科学省、各都道府県教育委員会から ICT の活用方
法が提案されている（文部科学省，2020；スポーツ
庁，2022 など）。

近年においても、保健体育科における ICT 活用
の事例としては、動画や画像の撮影による運動観察、
見本動画の確認（ジクソー法で活用）、複数の人と
の意見共有による分析の深化、機器と ICT をつな
ぎ、データ収集・整理・集計、学習成果を蓄積してポー
トフォリオとしての活用、学習経過や成果のプレゼ
ンテーション、歴史・ルール・運動のポイント等に
ついての検索ツール、音楽の発表会で使用する音源
等々、様々な活用方法が提案されている（河田・山口，
2021；久保・松本，2023；清水ら，2023；鈴木・鈴木，
2019；鈴木，2020；鈴木，2021；鈴木，2022；鈴木・
中島ら，2021；鈴木・藤本ら，2022；鈴木・村瀬ら，
2022 など）。

鈴木（2019）は、体育における ICT 利活用につ
いては、技能向上だけを目的とするのではなく、運
動有能感を向上させたり動きの気づきを促進したり
する使い方に着目することの重要性を指摘してい
る。たとえば、ICT を活用して自身の運動を自己
観察することで、自身の運動の実態を把握し、課題
解決の見通しをもちながら、学習することができる。
納得感や安心感をもって学習を進行したり、「わか
り、できる」経験を繰り返し経験したりすることで、
運動有能感や学習意欲の向上につながることが期待
できる。したがって、ICT の活用においては、何
を目的として、どのような使い方をするのかを明確
にしながら、有効な方法を検討することがもとめら
れる。

体育授業づくりを考える上で、思考活動を活性化
する目的で ICT の活用方法を解明することは重要
である。体育科教育では、「考える」ことや「わかる」
ことを深める教材・教具を開発することで、学習者
の主体的・協同的な学習を促進し、学習集団の形成
につながることが論じられてきた（出原，2004）。
ICT においても、思考活動の観点から活用方法を
解明することで、学習の質を高めることが可能とな
る。

本研究は、ICT の中でも Jam Board（Google for 
Education）に着目したい。大野（2022）は、Jam 

Board を使用して大学生へ予習課題を提示した結果
をふまえ、Jam Board は、意見の追加・修正が容
易であること、協同作業が容易であること、生徒が
多様な意見を交流できる（特に苦手な生徒の意見も
伝達する手段となる）こと、参加によって興味・関
心が向上することといった点で有効性があると報
告している（大野，2022）。体育授業において Jam 
Board は、ベースボール型ゲームの単元で学習者が
協同的に作戦を思考するツールとして活用されたり

（島田，2022）、鉄棒の単元で困りごとや技術的な気
づきの共有および気づきの相互評価をするツールと
して活用されたり（佐佐木，2022a）、縄とび運動の
単元で技や部位ごとの技術ポイントを整理するツー
ルとして活用されたり（小野，2022）、ジクソー法
による高とびの単元でグループの分析結果を整理
するツールとして活用されたり（佐佐木，2022b）、
表現運動の構成を写真・描画・文字を組み合わせて
作成するツールとして活用されたりしている（藤本，
2022）。しかし、これらの先行研究は、Jam Board
の活用方法を提案するにとどまっており、実際の
学習者のデータからその効果を検証したわけでは
ない。一方で、久保・松本（2023）の研究は、Jam 
Board の活用方法を提案するとともに、学習者への
インタビューによってその有効性を検証している点
で注目できる。久保・松本（2023）は、小学校高
学年を対象にした走り高とびの単元で、Jam Board
を使用して技術ポイントを相互交流する「みんなの
学習カード」を設定している。その際、Jam Board
の白紙背景を既存のマス目設定に変更し、気づきで
ある付箋のサイズを一度統一した上で、友達の気づ
きに共感したら 1 マス拡大するように指示をして
いる。それにより、特定の技術ポイントが共感者
の多い「全体の解」となると解釈している。さら
に、授業後に学習者にインタビューをすることで、

「jamboard の活用が学習を深め、対話による協働的
な学びを促すツールとなり、記録の伸びに生かされ
た」（久保・松本，2023，p.35）ことを解明している。
しかし、久保・松本（2023）の研究は、Jam Board
による気づきの相互交流という一側面に焦点をあて
たものとなっている。他の活用方法に着目し、学習
者のデータから具体的な成果について検証すること
で、Jam Board の有効性についてのさらなる検討
が必要となる。

そこで、本研究においては、中学校体育における
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Jam Board を使用した生徒の試技画像分析による
課題記述内容を分析して、学習指導方法の成果と課
題を事例的に解明することを目的とした。

Ⅱ  研究の対象と方法

本研究の分析対象は、2023 年 5 月から 7 月まで
の期間、A 中学校 1 年生 40 名を対象にして実践さ
れたマット運動（全 14 時間）の実践資料（教師が
作成した学習指導案や生徒が作成したワークシー
ト）とする。これらの分析対象から、授業実践の全
体像を把握する。その上で、ICT の活用方法を検
討するために、第 8 時の Jam Board を活用した（補
助）倒立前転の試技画像分析の課題記述内容を分析
対象とする。なお、第 8 時は欠席等で 3 名が活動に
参加できていなかったため、37 名分のデータを分
析対象とする。

本研究は、Jam Board の有効性や活用方法を考
察するために、生徒による試技画像の課題記述内容
を分析する。以下に、手順を説明する。

〔生徒による課題記述内容の評価〕
①技術ポイントの明確化
まず、本研究で分析対象とする「（補助）倒立前転」

における頭部接地時に確認すべき技術ポイントを明
確にした。そのために、Jam Board に提示されて
いる見本画像と生徒の試技画像を分析し、技術ポイ
ントを検討した。この作業は、保健体育科教育学を
専門とする大学教員 1 名、スポーツ運動学を専門と
する大学教員 1 名、教職大学院に所属する大学院生
1 名の 3 名で実施した。

結果、「身体の前方への送りだし」「回転運動にお
ける順次接触」「身体のしめ」の 3 点が大きな技術
ポイントとなることが確認され、それらの具体的な
技術ポイントを 8 項目に整理した。「身体の前方へ
の送りだし」は、《身体が頭よりも前方に送られて
いない／送られすぎている》、《指先よりも頭が前方
に位置していない》、《肘が伸展していない》となり、

「回転運動における順次接触」は、《後頭部で接地し
ていない／肩が地面から 60 ～ 70 度に屈曲していな
い》、《腰が 120 度程度に屈曲していない》、《膝が伸
展していない》、《足首やつま先が伸展していない》
となり、「身体のしめ」は、《脚が不揃い／脱力して
いる》となった。（以下、《前方への送りだし》、《頭
の接地位置》、《肘の伸展》、《後頭部接地／肩の屈曲》、

《腰の屈曲》、《膝の伸展》、《足首・つま先の伸展》、《脚
の不揃い／脱力》と省略する）

②生徒による課題記述内容のコーディング
次に、生徒によって Jam Board に入力された課

題記述内容を、エクセルで表に整理し、素データを
作成した。その上で、一文に 2 つの意味が内包され
ているものを分割した。たとえば、「肘や膝が曲がっ
ている」といった文章は、「肘が曲がっている」と「膝
が曲がっている」という 2 つの文章に分割した。ま
た、「足が曲がっている」といった記述においては、
足首やつま先なのか膝なのかが文章上では判断でき
ないため、Jam Board 上の画像データや生徒の入
力情報を参照し、複数名で協議しながら、具体的な
意味を確認した。こうした作業によって、分析デー
タを作成した。

分析データを、先に確認した大きな技術ポイント
（「身体の前方への送りだし」「回転運動における順
次接触」「身体のしめ」）を参照し、複数名で協議し
ながらコーディングを実施した。

分析データ作成からコーディングまでの作業は、
保健体育科教育学を専門とする大学教員 1 名と教職
大学院に所属する院生 1 名の 2 名で実施した。

③生徒と観察者の課題分析結果の比較
生徒の課題分析結果と観察者の課題分析結果を比

較するために、観察者による生徒の試技画像分析を
実施した。分析作業にむけて、技術ポイント 8 項目
とチェック表を記載した「課題分析シート」を作成
し、生徒の課題記述内容を技術ポイント 8 項目に分
類した（以下、「生徒の課題分析結果」とする）。次
に、観察者が「課題分析シート」を使用して、生徒
の試技画像から課題を分析した（以下、「観察者の
課題分析結果」とする）。

観察者による画像分析のためのデータは、パワー
ポイントで作成した。Jam Board 上の生徒の試技
画像を切り取り、パワーポイントのスライド 1 枚に
1 画像を貼り付けた。また、生徒による課題記述内
容を隠し、確認できないようにした。

試技画像の分析は、大型スクリーンを使用し、複
数人でスライドを共有し、「課題分析シート」にも
とづいて協議しながら実施した。

これらの作業は、保健体育科教育学を専門とする
大学教員 1 名、スポーツ運動学を専門とする大学教
員 1 名、教職大学院に所属する大学院生 1 名の 3 名
で実施した。
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Ⅲ  授業の展開

１．単元の目標や学習指導方法の重点
単元の目標は、授業者によって次のように設定さ

れている。
〔知識及び技能〕
技ができる楽しさや喜びを味わい、器械運動の特

性や成り立ち、技の名称や行い方、その運動に関連
して高まる体力などを理解するとともに、技をより
よく行うことができるようにする。マット運動では、
前転、倒立、倒立前転を滑らかに行うこと、条件を
変えた技や発展技を行うこと及びそれらを組み合わ
せることができるようにする。
〔思考力、判断力、表現力等〕
技などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の
考えたことを他者に伝えることができるようにす
る。
〔学びに向かう力・人間性等〕
器械運動に積極的に取り組むとともに、仲間の学

習を援助しようとすること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を認めようとすることや、健康・安全
に気を配ることができるようにする。

また、指導の重点としては、次のように授業者は
構想している。
〔課題の所在を焦点化する分析の視点〕
それぞれの技には準備局面、主要局面、終末局面

があり、技のできばえを高めるためには、いつ【瞬
間】どこが【体の部位】どう違うか【距離や角度等】
という視点をもって動作を分析し、どのように動く
か【感覚やコツ】を形成していけるように板書を構
造化したり、補助発問を行ったりしていく。
〔主体的・対話的な学びの方法〕
生徒が、自らの課題を発見し解決に向けて主体性

を高めるために、撮影した技を手本の映像と比較し
たり、友達と助言し合ったりできるように、ペアや
グループ活動を工夫する。
〔ポイントの言語化による暗黙知の表出〕
客観的な事象ではわからない、暗黙知を表出させ

ることが技能の習得においては効果的ということに
気付かせるために、動作分析をもとに「どのように
動くか」【感覚やコツ】を多く共有できる時間を確
保していく。

〔課題に応じた学習のための工夫〕
課題に応じた練習の場を選択するため、技に必要

な具体的な知識と汎用的な知識がわかるように提示
する。
〔技の習得過程を可視化するための ICT 活用〕
各技に挑戦する過程で自分の運動を動画撮影し、

課題となる【瞬間】を分析したり、お手本と比較し
たりすることで、自分の動きのどこに課題があるの
かを明確にする。分析や比較を組み合わせたスライ
ドを作成し、習得過程を整理する。

２．単元の展開
単元計画は表 1 のようであった。
基本的な授業の展開方法としては、場づくりと感

覚づくりを実施したのちに、全体で前時の復習をし
ながら本時の課題を確認している。そして、グルー
プごとで課題解決に向けて探究し、再度全体で発見
したことを共有する。最後に、全体で確認した課題
解決の方法を、グループで試技している。また、そ
れぞれの技の学習過程で初回・中間回・最終回の授
業で、自身の運動を撮影し、Jam Board を使用し
て分析させている。前転と倒立は、クラスを 2 分割
し、それぞれで 1 つの Jam Board スライドを作成
して分析している。（補助）倒立前転については、
グループごとで 1 つの Jam Board スライドを作成
して分析している。

こうして蓄積してきた各技の前後のできばえや考
えたポイントを参考にして、パワーポイントを使用
した総括資料を作成させている。

表 1．単元の展開
時 学習活動

1
オリエンテーション
場の準備・感覚づくり（回転・巧技系）
前転の撮影・分析

2
3

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系）
課題の確認「より美しい前転を行うにはど
のようにするとよいだろうか」「どの瞬間
に膝を伸ばすとよいか」⇨試技①⇨分析・
相互交流⇨試技②

4
5
6

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系）
課題の確認「（補助）倒立を行うにはどの
ようにするとよいだろうか」「着手の瞬間、
蹴り足はどうなっているのか」⇨試技①⇨
分析・相互交流⇨試技②
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7
8
9
10

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系）
課題の確認「（補助）倒立前転を行うには
どのようにするとよいだろうか」「頭が付
く瞬間、肩や脚の位置はどうなっているの
か」⇨試技①⇨分析・相互交流⇨試技②
＊第 8 時は教室での試技画像分析

11
12
13

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系）
課題の確認「自分に合った技に挑戦しよう」
⇨試技①⇨分析・相互交流⇨試技②

14

課題「今までの練習の成果をスライドにま
とめよう」
レポート作成方法について（夏季期間の宿
題）

３．本実践における ICTの活用
A 中学校においては、学校全体で日常的に ICT

が活用され、生徒は学習での活用経験が豊富であり、
問題なく使用できる状態であった。また、上述した
ように、授業者は、前転と倒立においては、クラス
を 2 分割した大きなグループで Jam Board を活用
し、その後の（補助）倒立前転においては、小グルー
プで Jam Board を活用している。したがって、本
研究が分析対象とするデータは、ICT（PC や Jam 
Board 等）の操作方法についてつまずく生徒はほと
んどいなかったと想定される。

第 7 時の指導では、見本画像と比較をさせてい
る（図 1）。また、見本画像では、図形描画機能を
使用して手から肩まで、肩から腰まで、腰から脚先
までを線でつなぐとともに、肩と腰および腰と脚の
角度を表現する扇型の赤い図を挿入することで、頭

が接地した瞬間の各部位の状態を把握しやすくして
いる。その上で、見本画像と比較できるように、自
身の撮影画像においても、手、肘、肩、腰、膝、足
首、つま先を図形描画機能を使用して線と丸印で可
視化させている（図 2）。中には、見本画像と同様
に、扇型の図を記入している生徒もいた。その上で、
どのような課題があるのかを分析させ、その結果を
Jam Board 上に入力させている。これらの作業は、
教室で実施し、グループで机を合わせ、作業方法を
相互に確認しながら遂行している。

授業者は、ICT 活用の目的について、特に保健体
育科の学習内容となる「運動観察の方法」を理解す
ることを想定している。保健体育科の学習指導要領
では、中学校 3 年生に「運動観察の方法」が内容と
されている。解説においては、「運動観察の方法では、
自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観
察や他者観察などの方法があることを理解できるよ
うにする。例えば、仲間の演技からよい動き方を見
付けたり，ビデオなどの映像を通して自己の演技と
仲間の演技の違いを比較したりすることで，自己の
取り組むべき技術的な課題が明確になり，学習の成
果を高められることを理解できるようにする」（文
部科学省，2017b，p.75）があげられている。授業
者は、中学校 1、2 年生の指導内容では同様の文言
はみられないが、「運動観察の方法」につなげるた
めに、運動のどこに着目するかという「みる」視点
を中心に課題発見・解決することを構想する。ICT
活用場面では、撮影動画から特定の運動場面に焦点
化して静止画像を抽出し、「みる」視点を明確にし
て分析していることから、実践の目標を達成する上
でも重要な学習時間として位置づけられている。

なお、試技画像分析の前時となる第 7 時は、（補助）
倒立前転の学習時間である。この時、見本画像と比
較しながら、運動課題を探究していき、頭の接地位
置を遠くにするために座布団（教具）を目印したグ
ループ練習を実施している。その上で、発問「頭が
付く瞬間、肩や脚の位置はどうなっているのか」を
提示し、試技動画を撮影している。そのため、分析
で使用する試技画像では、頭部の接地位置の目印と
なる座布団が設置されている。
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小グループで Jam Board を活用している。したが 

表 1．単元の展開 

時 学習活動 

1 

オリエンテーション 

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系） 

前転の撮影・分析 

2 

3 

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系） 

課題の確認「より美しい前転を行うには

どのようにするとよいだろうか」「どの

瞬間に膝を伸ばすとよいか」⇨試技①⇨分

析・相互交流⇨試技② 

4 

5 

6 

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系） 

課題の確認「（補助）倒立を行うにはど

のようにするとよいだろうか」「着手の

瞬間、蹴り足はどうなっているのか」⇨

試技①⇨分析・相互交流⇨試技② 

7 

8 

9 

10 

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系） 

課題の確認「（補助）倒立前転を行うに

はどのようにするとよいだろうか」「頭

が付く瞬間、肩や脚の位置はどうなって

いるのか」⇨試技①⇨分析・相互交流⇨試

技② 

＊第 8時は教室での画像分析 

11 

12 

13 

場の準備・感覚づくり（回転・巧技系） 

課題の確認「自分に合った技に挑戦しよ

う」⇨試技①⇨分析・相互交流⇨試技② 

14 

課題「今までの練習の成果をスライドに

まとめよう」 

レポート作成方法について（夏季期間の

宿題） 
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（実際に使用した画像から筆者作成）



― 94 ―

Ⅳ  分析の結果

１．生徒による課題記述内容の評価
（１）コーティング結果

生徒による課題記述内容をコーディングした結
果、分析対象外となった記述が、9 みられた。その
内容は、膝の屈曲や身体が前方へ送りだしすぎてい
る要因を補助の仕方にもとめているもの（2）、記述
が曖昧で意味内容が解釈できなかったもの（2）、他
の記述内容と重複するもの（3）、画像のその後の場
面の記述をしているもの（1）、友達が笑わせてきて
崩れたと不成立の理由を記述しているもの（1）で
あった。そのうち、1 名は上記の 1 記述のみであっ
たため、分析対象者数は 36 名となった。

生徒による課題記述内容の記述総数は、上記を除
外した 98 となった。平均して、1 人あたり 2.72 個
の記述がみられた。

生徒 1 人あたりの課題記述内容の記述数をカウン
トし、記述数ごとに集計した結果、課題を 1 つ記述
できた人は 6 名、2 つ記述できた人は 9 名、3 つ記
述できた人は 9 名、4 つ記述できた人は 5 名、5 つ
記述できた人は 4 名、6 つ記述できた人は 1 名となっ
た。全員が 1 つ以上、課題を記述できていた。

生徒による課題記述内容のコーディング結果は、
表 3 のようになった。以下、大カテゴリーは【 】で、
中カテゴリーは［ ］で、小カテゴリーは〈 〉で表

記する。
【身体の前方への送りだし】（32）においては、［身

体全体］（4）が〈身体全体が前方に流れている〉（2）、
〈地面と脚の角度が大きい〉（1）、〈身体全体が垂直
になっている〉（1）となった。［頭と手の位置］（6）
が〈頭と手が近すぎる〉（6）となった。［肘］（22）が、

〈肘が屈曲している〉（21）、〈肘が直角になっている〉
（1）となった。

【回転運動における順次接触】（57）においては、
［頭］（5）が〈頭を屈曲させていない〉（5）となった。
［背中］（1）が〈地面と背中の角度が狭い〉（1）となっ
た。［脇］（3）が〈脇と身体の角度が広い〉（2）、〈脇
と身体の角度が狭い〉（1）となった。［腰］（8）が〈腰
が屈曲している〉（3）、〈腰の角度が狭い〉（2）、〈腰
が伸展している〉（2）、〈腰の角度が広い〉（1）となっ
た。［膝］（23）が〈膝が屈曲している〉（22）、〈屈
曲するタイミングが早い〉（1）となった。［つま先］

（17）が「足首が屈曲している」（17）となった。
【身体のしめ】（9）においては、［脚］（8）が〈両

脚が不揃い〉（7）、〈バランス不足〉（1）となった。［全
身］（1）が〈脱力している〉（1）となった。

記述量の多いカテゴリーについて、大カテゴリー
では、【回転運動における順次接触】（57）、【身体の
前方への送りだし】（32）、【身体のしめ】（9）の順
となった。中・小カテゴリーでは、【回転運動にお
ける順次接触】の［膝］（23）の〈膝が屈曲している〉
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図 2．⽣徒が課題分析作業をした Jam Board 例（中央の⾒本画像は筆者作成のもの） 

 

 

図 2．生徒が課題分析作業をした Jam Board 例（中央の見本画像は筆者作成のもの）
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（22）、【身体の前方への送りだし】の［肘］（22）の
〈肘が屈曲している〉（22）、【回転運動における順次
接触】の［つま先］（17）の〈足首が屈曲している〉

（17）の順に多かった。
なお、角度に着目しているものは 10、「見本と比

較して」と明記されたものは 4 みられた。

（２）生徒と観察者による課題分析結果の比較
事前に作成した「課題分析シート」を基準に分析

した結果、生徒の課題記述内容に重複が 3 みられた
ため、重複分は分析対象外とした。

技術ポイント 8 項目別の生徒と観察者の課題分析
結果は、表 4 のようになった。

生徒による課題分析の総課題数は、95 となった。
生徒による課題分析結果は、《前方への送りだし》
は 3、《頭の接地位置》は 5、《肘の伸展》は 21、《後
頭部接地／肩の屈曲》は 7、《腰の屈曲》は 10、《膝
の伸展》は 24、《足首・つま先の伸展》は 18、《脚
の不揃い／脱力》は 7 となった。

生徒 1 人あたりの課題記述内容の課題数をカウン
トし、課題数ごとに集計した結果、課題を 1 つ記述
できた人は 8 名、2 つ記述できた人は 10 名、3 つ記
述できた人は 7 名、4 つ記述できた人は 7 名、5 つ

記述できた人は 1 名、6 つ記述できた人は 2 名となっ
た。全員が 1 つ以上、課題を記述できていた。

観察者による課題分析の総課題数は、143 となっ
た。観察者による課題分析結果は、《前方への送り
だし》は 11、《頭の接地位置》は 14、《肘の伸展》
は 25、《後頭部接地／肩の屈曲》は 14、《腰の屈曲》
は 15、《膝の伸展》は 22、《足首・つま先の伸展》
は 28、《脚の不揃い／脱力》は 14 となった。

生徒と観察者の課題分析結果が一致した数（割合）
は、次のようになった。

生徒の課題分析結果（95）を基準として、観察者
の課題分析結果（143）と一致した数（割合）は 74

（76%）、不一致の数は 21（24%）となった。
観察者の課題分析結果（143）を基準として、生

徒の課題分析結果（95）と一致した数（割合）は
74（52%）、不一致の数は 69（48%）となった。

なお、観察者と生徒の分析が完全に一致した生徒
は 1 名、完全に一致しなかった生徒は 3 名であった。

生徒と観察者の課題分析総数を基準として、各課
題項目における生徒と観察者による課題分析結果が
一致した数（割合）は、次のようになった。
《前方への送りだし》の生徒と観察者の課題分析

結果総数は 12 となり、そのうち、一致が 2（16.7%）、

表 3．生徒による Jam Board を使用した課題記述内容のコーディング結果
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生徒のみ記述した課題数 1（8.3%）、観察者のみ分
析した課題数 9（75.0%）となった。《頭の接地位置》
の生徒と観察者の課題分析結果総数は 15 となり、
そのうち、一致が 4（26.7%）、生徒のみ記述した課
題数 1（6.7%）、観察者のみ分析した課題数 10（66.7%）
となった。《肘の伸展》の生徒と観察者の課題分析
結果総数は 30 となり、そのうち、一致が 16（53.3%）、
生徒のみ記述した課題数 5（16.7%）、観察者のみ分
析した課題数 9（30.0%）となった。《後頭部接地／
肩の屈曲》の生徒と観察者の課題分析結果総数は
18 となり、そのうち、一致が 3（16.7%）、生徒の
み記述した課題数 4（22.2%）、観察者のみ分析した
課題数 11（61.1%）となった。《腰の屈曲》の生徒
と観察者の課題分析結果総数は 18 となり、そのう
ち、一致が 7（38.9%）、生徒のみ記述した課題数 3
（16.7%）、観察者のみ分析した課題数 8（44.4%）と
なった。《膝の伸展》の生徒と観察者の課題分析結
果総数は 27 となり、そのうち、一致が 19（74.0%）、
生徒のみ記述した課題数 5（18.5%）、観察者のみ分
析した課題数 3（11.1%）となった。《足首・つま先
の伸展》の生徒と観察者の課題分析結果総数は 29
となり、そのうち、一致が 17（58.6%）、生徒のみ
記述した課題数 1（3.4%）、観察者のみ分析した課
題数 11（37.9%）となった。《脚の不揃い／脱力》
の生徒と観察者の課題分析結果総数は 15 となり、
そのうち、一致が 6（40.0%）、生徒のみ記述した課
題数 1（6.7%）、観察者のみ分析した課題数 8（53.3%）
となった。

一致率が高かったのは、《膝の伸展》（70.4%）、《足
首・つま先の伸展》（58.6%）、《肘の伸展》（53.3%）
となり、一致率が低かったのは、《前方への送りだし》
（16.7%）、《後頭部接地／肩の屈曲》（16.7%）、《頭の
接地位置》（26.7%）となった。
生徒のみ記述した課題の割合が高かったのは、《後
頭部接地／肩の屈曲》（22.2%）、《膝の伸展》（18.5%）、
《肘の伸展》（16.7％）であり、割合が低かったの
は、《足首やつま先の伸展》（3.4%）、《頭の接地位置》
（6.7%）、《脚の不揃い／脱力》（6.7%）となった。
観察者のみ分析した課題の割合が高かったの
は、《前方への送りだし》（75.0%）、《頭の接地位置》
（66.7%）、《後頭部接地／肩の角度》（61.1%）であり、
割合が低かったのは、《膝の伸展》（11.1%）、《肘の
伸展》（30.0%）、《足首やつま先の伸展》（37.9%）と
なった。

Ⅴ  考察

（１）ICT 活用の成果
本授業においては、撮影した動画から課題となる
場面（頭部接地場面）を静止画として抽出すること
で、学級全体での課題発見や課題解決に向けた探究
的な学習過程を構築している。また、分析において
は、課題となる場面で「体の各部位の動かし方はど
うなっているか」という視点を提示するとともに、
運動の実態が把握しやすくなるように、図形描画機
能を使用した運動構造の可視化を試みている。これ
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29 となり、そのうち、一致が 17（58.6%）、生徒の
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課題数 11（37.9%）となった。《脚の不揃い／脱力》

の生徒と観察者の課題分析結果総数は15となり、

そのうち、一致が 6（40.0%）、生徒のみ記述した

課題数 1（6.7%）、観察者のみ分析した課題数 8
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表 4．技術ポイント 8項目別の生徒と観察者の課題分析結果 表 4．技術ポイント 8項目別の生徒と観察者の課題分析結果
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らを、Jam Board を使用してグループ内共有しな
がら作業を進行している。思考活動を活発化するた
めに、課題の焦点化と運動の構造的分析に ICT ツー
ルを活用することによって、自己の実態に応じた課
題を発見する手立てがなされている。

その結果、1 人あたり平均 2.72 個の課題を記述で
きており、中には 5、6 個の記述もみられる。分析
内容としても、（補助）倒立前転で重要な技術ポイ
ントである「身体の前方への送りだし」や「回転運
動における順次接触」、そして「身体のしめ」につ
いての課題が記述できている。特に、多くの生徒
が「身体の前方への送りだし」と「回転運動におけ
る順次接触」に関連して、肘、膝、足首の屈曲／伸
展に課題があることを記述できている。生徒の表現
においては、角度に着目したことや見本と比較した
ことが明示されているものもあった。これらの結果
からは、扇型の図形や線と丸印で棒人間を作成する
作業や、見本画像との比較によって、運動の形や角
度に着目させる学習指導の効果が示唆される。Jam 
Board の 1 枚のスライド上で複数の作業が可能であ
ることの利点が生かされたと考えられる。

また、Jam Board での課題分析の成果として、
生徒の課題記述結果は、76% が観察者による課題
記述結果と一致していた。約 80% の生徒が、見本
画像と自身の試技画像の比較から、自己に応じた適
切な課題を発見することができていた。このこと
から、Jam Board を活用した課題分析においては、
おおむね正確な課題の発見ができていたと考えられ
る。

しかし、約 20% の生徒が適切な課題を分析でき
なかったことからは、学習指導方法の課題があった
と考えられる。コーディングする過程で協議事項と
なった点をふまえ、以下に課題を考察する。

（２）ICT活用の課題
①位置関係の意識不足や判断の困難さ

分析結果からは、《身体が頭よりも前方に送られ
ていない／送られすぎている》や《指先よりも頭が
前方に位置していない》、《後頭部で接地していない
／肩が地面から 60 ～ 70 度に屈曲していない》の一
致率が低いことが課題とされた。3 つのうち 2 つの
課題は、「身体の前方への送りだし」の課題である。
この課題においては、観察者のみ分析した割合が高
く（75.0%、66.7%）、生徒のみ分析した割合が低く

（6.7%、8.3%）なっていた。つまり、生徒はこの課
題についてあまり分析できていなかったと考えられ
る。この要因としては、2 つのことが考えられる。
1 つは、試技画像分析において、教師の指導は、身
体の角度や状態に着目するものであったことから、
身体全体が前方にしっかり送りだしているか、また、
頭は前方にあるかといった位置関係の観点から分析
する意識は低かったことが考えられる。もう 1 つは、
手と頭の位置関係について、手で頭が隠れやすく、
試技画像からどの程度手と頭が離れているかを十分
に分析できなかったことが考えられる。また、「回
転運動における順次接触」が課題となった要因とし
ては、マットの頭部接地付近は、頭、肩、肘、手と
いった多様な分析点が集合していることや、手で頭
が隠れやすく、かつ、座布団教具で接地位置も曖昧
になることもあり、試技画像から接地している部分
が後頭部か頭頂部かの判断が難しかったことが考え
られる。こうした場合に、肩が丸く屈曲していると
後頭部接地の可能性が高いなど判断となる視点の提
示や、この点においてのみ動画で確認させるなど、
分析が困難なものについての支援の手立てが必要と
なる。以上より、位置関係の観点を考慮した発問構
成や、後頭部接地の判断をサポートする視点や方法
の提示が改善点となる。

②見本画像と試技画像における技の差異
筆者らは、課題分析を通して、《前方への送りだし》

が多く課題になった要因として、（補助）倒立前転
の難易度と関係があると考えた。この教材は、補助
者が補助をして倒立姿勢になってから前転をするも
のとなっており、前方へ移動するエネルギーを重心
の移動または補助によって成立させなければならな
い。一方で、生徒が参考にした見本画像は、補助な
しの倒立前転となっており、倒立姿勢になる振り上
げ足の勢いで前方へ移動するエネルギーがつくられ
やすい。そのため、撮影した画像と見本画像では《前
方への送りだし》の難易度が異なる運動となってい
る。（補助）倒立前転と補助なし倒立前転を比較す
ることで、生徒によって《肘の屈曲》が多く課題と
され、観察者によって《前方への送りだし》が多く
課題とされた可能性がある。以上より、肘の伸展を
どこまで求めるのかを想定した上で見本画像を作成
することが改善点となる。
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③図形描画の不正確さ
筆者らは、課題分析を通して、生徒が描画した線

や丸印が、実際の運動とズレているために、屈曲・
伸展の判断が間違ったものになっていることを確認
した。授業では、生徒たちに関節部分に丸印をつけ、
そこを目印にして線を入力させている。しかし、一
部の画像で、腰の部分の丸印の位置が上下左右にず
れていたり、丸印が大きすぎて中心が判断しづらく
なったりすることで、屈曲している膝が伸展してい
るように解釈できたものがあった。また、直線を使
用することによって、順次接触ができていないこと
を示唆する胴体部分の反りが判断されないことが推
測された。画像分析から課題を発見させる際に、図
形描画機能の指導方法に課題があったと考えられ
る。以上より、あらかじめ Jam Board 上に生徒が
コピーして使用できる丸印や図形、線を準備してお
いたり、丸印の位置を肩と腰の中間地点にもつけた
り、作業方法で正確な図形描画が可能となるよう注
意点を説明したりと、できるだけ正確に分析できる
ような指導方法の工夫をすることが改善点となる。

④真横からの撮影
筆者らは、課題分析を通して、生徒の試技画像の

撮影位置が、真横でないことによって、分析が難し
くなっていることを確認した。特に《頭の位置関係》
や《腰の屈曲》、《膝の屈曲》、《脚の不揃い／脱力》
において、分析が困難となる。以上より、撮影方法
について真横からとなるように指導を工夫すること
が改善点となる。

以上の 4 点が、分析対象となった授業実践におけ
る主要な課題であったと考えられる。その他、本事
例の分析の中で得られた周辺的な課題をあげてお
く。

⑤前後の運動経過をふまえた分析
筆者らは、課題分析を通して、腰の屈曲について

誤って課題としている生徒の中に、他の技術ポイン
トとの関係が分析できていないことを確認した。試
技画像では腰の屈曲が適切な範囲内であったもの
の、後頭部接地や肘の伸展が十分にできていないこ
とで、前者も課題とされるケースがみられた。この
場合、後者を改善すれば、足先は地面から垂直に位
置し、適切な位置関係となる。こうしたケースにお
いては、頭部接地局面の前後の運動経過をイメージ

できることが必要となると考えられた。頭部接地局
面で前方への送りだしが不十分な場合、見本と大き
く異なる運動となる。その際に、各部位の分析はそ
の後の順次接触をイメージすることで、判断しやす
くなる。

⑥分析過程でのグループ内交流
Jam Board の分析作業においては、グループ内

で同時に作業を実施していた。その際、作業内容を
確認したり、グループのメンバーの分析結果を参照
したりと相互交流が生起していたと考えられる。一
方で、より有効な手立てとしては、共通のスライド
を使用しているからこそ、ペアで相互に分析しあっ
たり、お互いの分析結果についてその適切さを確認
しあったりと、分析を深めるための協同作業を課題
とすることも構想できる。ただし、そのためには作
業時間を短縮するための工夫が必要となる。

⑦課題とその要因や解決方法の分析
今回の分析作業では、運動の課題を分析すること

が目的であった。課題解決方法を推測する目的であ
れば、Jam Board の色分け機能を使用して、課題
の記述とその要因の記述、解決方法の記述を区別し
て記述することで、記述内容がどのような内容なの
かを視覚的に判断することが可能となると考えられ
た。焦点化する局面と前後の局面または一連の連続
写真を分析対象とすることも有効となるであろう。

Ⅵ  結論

本研究は、中学校体育における Jam Board を使
用した学習指導方法の成果と課題を事例的に解明し
た上で、活用方法の可能性を提起することを目的と
した。結果、Jam Board を活用した試技画像分析
によって、8 割の生徒が自己の適切な課題を分析で
きていたことが明らかになった。成果の背景とし
て、Jam Board の図形描画機能で棒人間を作成す
ることや見本画像との比較が指導上の有効な手立て
となっていた。また、身体の前方への送りだしにか
かわる肘の伸展や、順次接触にかかわる膝、足首・
つま先の屈曲について、多くの人が課題分析できて
いたことが明らかになった。一方で、2 割の生徒が
適切な課題を分析できなかったことや、特に前方へ
の送りだしや順次接触（後頭部接地）を分析できな
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かったことが明らかになった。課題となった点の要
因を考察する中で、Jam Board の分析をより有効
なものにするために、位置関係を含めた分析視点の
提示、正確な図形描画のための支援、見本画像と試
技画像の技の一致、真横からの撮影、前後画像の配
列、共同作業方法の工夫など、学習指導上の改善点
が考察された。

本研究は、分析対象となったデータ数が少ないこ
とや、Jam Board の作業過程での相互交流を分析
できていないことなど、研究方法上の課題がみられ
る。今後は、Jam Board の有効な活用方法を吟味し、
より具体的な有効性を解明することが課題となる。

付記
本研究は、富山大学学長裁量経費（教育研究）に

よって遂行したものである。
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